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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
巨
人
た
ち
の
戦
争
　
第
２
部
：
対
立

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
４
７
２
Ｗ

【
作
者
名
】

　
伊
藤
　
薫

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
「
ロ
シ
ア
戦
役
は
２
週
間
で
勝
利
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
緒

戦
の
圧
倒
的
な
勝
利
に
、
楽
観
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
ド
イ
ツ
軍
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ま
だ
序
章
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ス
モ
レ
ン
ス
ク
、
キ
エ
フ
、
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
・
・
・
緒
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
徐
々
に
立
ち
直
っ
た
ソ
連
軍
は
死
力
を

尽
く
し
て
反
撃
を
開
始
す
る
。
本
作
は
、
両
軍
の
作
戦
行
動
、
指
導
者
・
将
軍

た
ち
の
思
惑
に
焦
点
を
あ
て
、
「
独
ソ
戦
」
を
克
明
に
再
現
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
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１
．
前
哨
戦

　
１
９
４
１
年
７
月
３
日
、
ハ
ル
ダ
ー
参
謀
総
長
は
日
誌
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
・
・
・
全
体
と
し
て
ビ
ア
ト
リ
ス
ク
屈
折
部
の
敵
軍
は
取
る
に
足
ら
な
い
兵

力
を
残
し
て
撃
滅
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
北
方
軍
集
団
前
面
で
１
２

な
い
し
１
５
個
師
団
が
壊
滅
し
た
も
の
と
考
え
て
も
良
か
ろ
う
。
南
方
軍
集
団

前
面
で
も
敵
軍
は
友
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
、
大
部
分
は
壊
滅
し
た
。

す
な
わ
ち
全
体
と
し
て
み
る
と
、
ド
ヴ
ィ
ナ
・
ド
ニ
エ
プ
ル
河
前
面
の
ソ
連
軍

殲
滅
の
使
命
は
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
戦
役
は
二
週
間
で

勝
利
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」

　
多
く
の
指
揮
官
が
ハ
ル
ダ
ー
と
同
様
、
対
ソ
戦
の
先
行
き
を
楽
観
し
て
い
た

が
、
中
央
軍
集
団
司
令
官
ボ
ッ
ク
元
帥
は
ソ
連
軍
の
潜
在
能
力
に
対
し
て
深
い

懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
軍
集
団
の
内
部
で
は
、
指
揮
官
ど
う
し
の
軍

の
運
用
に
関
す
る
対
立
が
感
情
的
な
も
の
に
ま
で
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
ド
イ
ツ
中
央
軍
集
団
は
７
月
１
日
の
時
点
で
、
ミ
ン
ス
ク
と
ド
ニ
エ
プ
ル
河

の
中
間
を
流
れ
る
ベ
レ
ジ
ナ
河
の
西
岸
に
、
３
か
所
の
橋
頭
堡
を
築
い
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
ボ
ブ
ル
イ
ス
ク
と
ス
ヴ
ィ
ス
ロ
チ
、
そ
し
て
モ
ス
ク
ワ
街
道
上
の

ボ
リ
ゾ
フ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
橋
頭
堡
は
す
べ
て
第
２
装
甲
集
団
が
占
領
し
て
お
り
、
そ
の
司
令

官
グ
デ
ー
リ
ア
ン
上
級
大
将
は
第
４
７
装
甲
軍
団
の
全
部
隊
を
ボ
リ
ゾ
フ
に
派

遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
橋
頭
堡
を
拡
大
し
よ
う
と
考
え
た
。
だ
が
、
第

４
軍
司
令
官
ク
ル
ー
ゲ
元
帥
が
グ
デ
ー
リ
ア
ン
の
出
鼻
を
挫
く
よ
う
に
、
ボ
リ

ソ
フ
へ
の
前
進
を
禁
止
す
る
命
令
を
下
し
た
（
※
１
）
。

　
グ
デ
ー
リ
ア
ン
は
し
ぶ
し
ぶ
命
令
を
受
け
入
れ
た
が
、
第
１
７
装
甲
師
団
（

ウ
ェ
ー
バ
ー
少
将
）
の
一
部
が
停
止
命
令
を
受
領
せ
ず
、
ボ
リ
ソ
フ
へ
の
進
撃

を
継
続
し
て
し
ま
っ
た
。
ク
ル
ー
ゲ
は
グ
デ
ー
リ
ア
ン
が
意
図
的
に
命
令
を
無

視
し
た
と
思
い
込
み
、
グ
デ
ー
リ
ア
ン
を
第
４
軍
司
令
部
に
呼
び
出
し
、
厳
し

い
口
調
で
叱
責
し
た
。

　
両
者
の
感
情
的
な
対
立
は
溝
が
埋
ま
ら
な
い
ま
ま
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
７
月
３
日
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付
け
で
第
２
・
第
３
装
甲
集
団
を
ク
ル
ー
ゲ
の
直
轄
指
揮
下
に
置
く
よ
う
命
じ

た
。
第
４
軍
司
令
部
は
「
第
４
装
甲
軍
」
と
し
て
ホ
ト
と
グ
デ
ー
リ
ア
ン
の
両

者
を
統
轄
す
る
上
級
司
令
部
と
な
り
、
第
４
軍
の
所
属
部
隊
は
戦
略
予
備
の
第

２
軍
（
ヴ
ァ
イ
ク
ス
元
帥
）
に
移
管
さ
れ
た
。

　
こ
の
頃
に
な
る
と
、
ミ
ン
ス
ク
包
囲
網
で
掃
討
を
終
え
た
歩
兵
部
隊
と
物
資

を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
、
先
行
し
て
い
た
装
甲
師
団
に
追
い
つ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
決
定
を
グ
デ
ー
リ
ア
ン
は
当
然
な
が
ら
苦
々
し
く
思
っ

て
い
た
が
、
装
甲
部
隊
が
ド
ニ
エ
プ
ル
河
へ
の
東
進
が
再
開
で
き
る
状
態
に
あ

り
、
そ
の
怒
り
も
次
第
に
収
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
グ
デ
ー
リ
ア
ン
の
正
面

に
は
ボ
ッ
ク
の
懸
念
が
的
中
す
る
か
の
よ
う
に
、
ソ
連
軍
の
新
手
の
機
械
化
部

隊
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
７
月
３
日
、
第
１
８
装
甲
師
団
司
令
部
に
航
空
偵
察
の
報
告
が
入
っ
た
。
そ

の
内
容
を
読
ん
だ
司
令
官
ネ
ー
リ
ン
グ
少
将
は
、
衝
撃
を
受
け
た
。

「
強
力
な
敵
戦
車
部
隊
。
少
な
く
と
も
１
０
０
両
の
重
戦
車
が
、
ボ
リ
ソ
フ
＝

オ
ル
シ
ャ
＝
ス
モ
レ
ン
ス
ク
街
道
の
両
側
を
前
進
中
。
現
在
、
オ
ル
シ
ャ
。
こ

れ
ま
で
見
か
け
な
か
っ
た
重
戦
車
あ
り
」

　
ボ
リ
ソ
フ
に
出
現
し
た
「
こ
れ
ま
で
見
か
け
な
か
っ
た
重
戦
車
」
と
は
、
す

で
に
北
部
と
南
部
で
姿
を
現
し
て
い
た
Ｔ
３
４
で
あ
っ
た
（
※
２
）
。
少
数
の

Ｔ
３
４
を
含
む
１
０
０
両
以
上
の
戦
車
を
抱
え
る
第
１
モ
ス
ク
ワ
自
動
車
化
狙

撃
師
団
（
ク
レ
イ
ゼ
ル
大
佐
）
と
第
１
３
軍
の
残
存
兵
か
ら
成
る
機
動
集
団
が
、

ボ
リ
ソ
フ
の
橋
頭
堡
を
潰
そ
う
と
反
撃
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
反
撃
も
戦
局
を
変
え
る
に
は
至
ら
ず
、
２
日
後
に
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　
７
月
４
日
、
第
２
装
甲
集
団
の
南
翼
を
進
む
第
３
装
甲
師
団
（
モ
ー
デ
ル
中

将
）
は
ド
ニ
エ
プ
ル
河
に
接
す
る
ロ
ガ
チ
ェ
フ
に
進
出
し
、
ド
ニ
エ
プ
ル
へ
の

一
番
乗
り
を
果
た
し
た
。
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
ク
ル
ー
ゲ
は
事
前
に
何
の
相

談
も
無
く
、
部
隊
を
動
か
す
「
部
下
」
の
グ
デ
ー
リ
ア
ン
へ
の
怒
り
を
さ
ら
に

募
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
ク
ル
ー
ゲ
と
グ
デ
ー
リ
ア
ン
の
間
に
生
じ
た
確
執
は
、
今
後
も
作
戦
方
針
を

め
ぐ
っ
て
再
燃
し
、
ド
イ
ツ
中
央
軍
集
団
全
体
の
動
き
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
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に
な
る
（
※
３
）
。
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１
．
前
哨
戦
（
後
書
き
）

（
※
１
）
第
２
装
甲
集
団
は
「
軍
」
規
模
の
師
団
を
抱
え
て
い
る
が
、
兵
站
支

援
は
第
４
軍
に
依
存
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
第
４
軍
は
第
２
装
甲
集
団
の
上

級
司
令
部
と
な
る
。

（
※
２
）
Ｔ
３
４
は
中
戦
車
で
あ
る
。

（
※
３
）
両
者
の
対
立
は
１
９
４
０
年
の
「
西
方
攻
勢
」
の
と
き
に
も
起
こ
っ

て
い
た
。
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２
．
突
進

　
７
月
４
日
、
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
は
西
部
正
面
軍
司
令
部
に
姿
を
現
し
て
、
自

ら
２
日
付
け
で
同
軍
司
令
官
に
就
任
し
た
（
※
１
）
。
西
ド
ヴ
ィ
ナ
河
＝
ド
ニ

エ
プ
ル
河
の
防
衛
線
に
布
陣
し
た
西
部
正
面
軍
は
戦
略
予
備
か
ら
第
１
９
軍
、

第
２
０
軍
、
第
２
１
軍
、
第
２
２
軍
、
さ
ら
に
ス
モ
レ
ン
ス
ク
に
構
え
る
第
１

６
軍
が
新
た
に
編
入
さ
れ
た
（
※
２
）
。

　
し
か
し
、
ど
の
部
隊
も
戦
車
、
通
信
機
材
、
対
戦
車
兵
器
、
高
射
砲
が
不
足

し
て
い
た
。
指
揮
官
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
陣
地
を
交
代
さ
せ
ら
れ
た
。
ど

の
部
隊
も
戦
闘
準
備
の
た
め
に
割
く
時
間
が
な
く
、
バ
ラ
バ
ラ
の
行
動
を
取
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
ソ
連
軍
の
協
同
は
稚
拙
だ
っ
た
。

　
ク
レ
ム
リ
ン
は
ド
イ
ツ
軍
の
ド
ニ
エ
プ
ル
河
へ
の
進
出
を
阻
止
す
る
た
め
、

ベ
レ
ジ
ナ
河
上
流
の
レ
ペ
リ
か
ら
ボ
リ
ソ
フ
を
経
て
ボ
ブ
ル
イ
ス
ク
に
至
る
線

で
反
撃
に
出
る
よ
う
、
西
部
正
面
軍
に
命
じ
た
。

　
７
月
６
日
、
第
２
０
軍
（
ク
ロ
チ
ュ
キ
ン
中
将
）
は
第
５
・
第
７
機
械
化
軍

団
を
先
頭
に
、
レ
ペ
リ
近
郊
で
進
撃
中
の
ド
イ
ツ
軍
の
先
鋒
に
対
し
て
正
面
攻

撃
を
仕
掛
け
た
。
約
２
千
両
の
旧
式
の
戦
車
が
投
入
さ
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
は

航
空
支
援
を
受
け
な
が
ら
ソ
連
軍
の
波
状
攻
勢
を
撃
破
し
て
い
っ
た
。
５
日
間

に
わ
た
る
激
戦
の
末
、
ソ
連
軍
は
約
８
３
０
両
の
戦
車
を
失
っ
て
東
方
に
撤
退

し
た
。

　
こ
の
勢
い
に
乗
じ
て
、
グ
デ
ー
リ
ア
ン
は
作
戦
の
第
２
段
階
―
ド
ニ
エ
プ
ル

河
の
強
行
渡
河
に
取
り
か
か
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
彼
は
配
下
の
軍
団
長
や
師

団
長
と
会
合
を
開
き
、
自
ら
作
戦
内
容
を
説
明
し
て
回
っ
た
。
作
戦
決
行
日
は
、

７
月
１
１
日
と
さ
れ
た
。

　
７
月
９
日
、
ト
ロ
チ
ン
に
置
か
れ
た
第
２
装
甲
集
団
司
令
部
に
突
然
、
ク
ル

ー
ゲ
が
現
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
グ
デ
ー
リ
ア
ン
に
対
し
て
「
ド
ニ
エ
プ
ル
河
へ

の
渡
河
は
延
期
す
る
」
よ
う
命
じ
る
と
、
両
者
の
間
で
激
論
が
戦
わ
さ
れ
た
。

　
包
囲
下
の
ソ
連
軍
を
完
全
に
殲
滅
し
な
い
ま
ま
次
の
攻
勢
に
出
よ
う
と
す
る

グ
デ
ー
リ
ア
ン
の
戦
術
を
ク
ル
ー
ゲ
は
「
リ
ス
ク
が
大
き
い
」
と
感
じ
て
お
り
、
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よ
り
堅
実
な
用
兵
術
を
取
る
よ
う
迫
っ
た
。
一
方
、
グ
デ
ー
リ
ア
ン
は
装
甲
部

隊
の
ス
ピ
ー
ド
こ
そ
が
必
勝
の
カ
ギ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ク
ル
ー
ゲ
に
食

い
つ
い
た
。

「
本
官
は
作
戦
の
成
功
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
ち
に
モ
ス
ク
ワ
へ
進
め
ば
、

本
年
度
じ
ゅ
う
に
も
勝
敗
は
決
し
ま
す
」

　
グ
デ
ー
リ
ア
ン
の
弁
舌
に
ク
ル
ー
ゲ
は
た
じ
ろ
ぎ
、
「
貴
官
の
作
戦
は
常
に

１
本
の
絹
糸
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
予
定
よ
り
も
１
日
早
い

即
時
決
行
に
許
可
を
与
え
た
結
果
と
な
っ
た
。
グ
デ
ー
リ
ア
ン
は
幕
僚
た
ち
に

向
か
っ
て
言
っ
た
。

「
進
撃
だ
、
諸
君
。
渡
河
は
明
日
だ
」

　
７
月
１
０
日
、
ド
イ
ツ
第
二
装
甲
集
団
の
先
鋒
部
隊
は
敵
の
部
隊
が
少
な
い

ス
タ
ー
ル
イ
・
ブ
イ
ホ
フ
、
シ
ュ
ク
ロ
フ
、
コ
プ
イ
シ
の
３
カ
所
か
ら
ド
ニ
エ

プ
ル
河
を
渡
っ
た
。
装
甲
部
隊
は
要
塞
化
さ
れ
て
い
た
オ
ル
シ
ャ
、
モ
ギ
リ
ョ

フ
、
ロ
ガ
チ
ェ
フ
の
脇
を
す
り
抜
け
、
モ
ス
ク
ワ
街
道
上
の
２
番
目
の
都
市
―

ス
モ
レ
ン
ス
ク
へ
突
進
し
た
。

　
同
じ
頃
、
第
３
装
甲
集
団
の
第
２
０
装
甲
師
団
（
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
中
将
）
は

西
ド
ヴ
ィ
ナ
河
上
流
の
交
通
の
要
衝
ヴ
ィ
テ
ブ
ス
ク
を
占
領
し
た
。
狂
信
的
な

青
年
共
産
党
員
た
ち
が
街
に
火
を
放
っ
た
が
、
ホ
ト
の
装
甲
部
隊
は
そ
の
ま
ま

東
方
へ
進
撃
し
た
。

　
ソ
連
軍
の
西
ド
ヴ
ィ
ナ
河
と
ド
ニ
エ
プ
ル
河
に
沿
っ
て
構
築
さ
れ
た
防
衛
線

は
次
々
と
、
各
所
で
突
破
口
が
穿
た
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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２
．
突
進
（
後
書
き
）

（
※
１
）
「
暫
定
司
令
官
」
エ
レ
メ
ン
コ
は
、
西
部
正
面
軍
副
司
令
官
に
降
格

さ
れ
た
。

（
※
２
）
１
９
４
１
年
５
月
か
ら
、
第
１
９
～
２
２
軍
は
西
ド
ヴ
ィ
ナ
河
＝
ド

ニ
エ
プ
ル
河
の
防
衛
線
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
国
境
へ
の
配
置

を
嫌
っ
た
た
め
で
あ
り
、
正
し
く
「
功
罪
」
で
あ
る
。
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３
．
綻
び

　
ド
イ
ツ
第
３
装
甲
集
団
は
７
月
１
０
日
の
時
点
で
、
西
ド
ヴ
ィ
ナ
河
の
両
岸

に
分
離
さ
れ
て
い
た
。
未
だ
西
岸
に
い
る
第
５
７
装
甲
軍
団
は
、
は
る
か
北
方

の
ヴ
ェ
リ
キ
エ
・
ル
ー
キ
を
占
領
す
る
よ
う
、
中
央
軍
集
団
司
令
部
か
ら
命
じ

ら
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
ホ
ト
は
ヴ
ィ
デ
ブ
ス
ク
を
占
領
し
た
第
３
９
装
甲
軍
団
を
ス
モ
レ

ン
ス
ク
の
背
後
に
突
進
さ
せ
、
ド
ニ
エ
プ
ル
河
の
南
か
ら
進
撃
し
て
く
る
は
ず

の
第
２
装
甲
集
団
と
ス
モ
レ
ン
ス
ク
東
方
で
連
結
し
、
ミ
ン
ス
ク
と
同
様
の
包

囲
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
作
戦
計
画
を
立
て
た
。

　
こ
の
ホ
ト
の
構
想
は
、
「
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
作
戦
」
の
第
１
目
標
で
あ
る
「
白

ロ
シ
ア
と
ド
ニ
エ
プ
ル
河
以
西
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
ソ
連
軍
の
殲
滅
」
に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
グ
デ
ー
リ
ア
ン
と
の
見
解
の
相
違
に
よ
っ
て
そ
の
収

穫
を
半
減
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
７
月
１
１
日
、
第
３
９
装
甲
軍
団
は
ソ
連
第
１
９
軍
（
コ
ー
ネ
フ
中
将
）
が

ヴ
ィ
デ
ブ
ス
ク
正
面
に
構
築
し
た
薄
い
防
衛
線
を
突
破
す
る
と
、
ス
モ
レ
ン
ス

ク
北
方
を
東
へ
と
突
進
し
た
。
装
甲
部
隊
の
先
鋒
を
務
め
る
第
七
装
甲
師
団
（

フ
ン
ク
少
将
）
は
１
５
日
、
ド
ニ
エ
プ
ル
河
付
近
の
ヤ
ル
ツ
ェ
ヴ
ォ
を
占
領
し

て
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
＝
モ
ス
ク
ワ
間
の
自
動
車
道
路
と
鉄
道
を
切
断
し
た
。

　
一
方
、
グ
デ
ー
リ
ア
ン
は
手
持
ち
の
３
個
装
甲
軍
団
（
北
か
ら
第
４
７
・
第

４
６
・
第
２
４
）
を
す
べ
て
ド
ニ
エ
プ
ル
河
の
東
岸
に
進
出
さ
せ
た
上
で
、
ス

モ
レ
ン
ス
ク
か
ら
は
る
か
東
方
の
エ
リ
ニ
ャ
と
ド
ロ
ゴ
ブ
ジ
を
占
領
す
る
よ
う

命
じ
た
。
こ
の
２
つ
の
街
は
ド
ニ
エ
プ
ル
河
の
重
要
な
渡
河
点
で
あ
り
、
「
赤

い
首
都
」
モ
ス
ク
ワ
の
占
領
に
は
当
然
の
布
石
で
あ
っ
た
。

　
７
月
１
３
日
、
第
４
６
装
甲
軍
団
は
モ
ギ
リ
ョ
フ
北
方
を
通
過
し
、
南
方
で

は
第
２
４
装
甲
軍
団
は
ス
タ
ー
ル
イ
・
ブ
イ
ホ
フ
か
ら
ド
ニ
エ
プ
ル
河
を
渡
っ

た
。
ソ
連
第
１
３
軍
（
ゲ
ラ
シ
メ
ン
コ
中
将
）
の
第
６
１
狙
撃
軍
団
（
バ
ク
ー

ニ
ン
少
将
）
と
第
２
０
機
械
化
軍
団
（
ニ
キ
テ
ィ
ン
少
将
）
が
モ
ギ
リ
ョ
フ
で

包
囲
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
２
週
間
に
わ
た
っ
て
抵
抗
し
た
が
、
壊
滅
し
て
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し
ま
っ
た
。

　
こ
の
日
の
夕
刻
に
は
、
ド
イ
ツ
第
４
７
装
甲
軍
団
の
第
２
９
自
動
車
化
歩
兵

師
団
（
ボ
ル
テ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
中
将
）
は
ス
モ
レ
ン
ス
ク
ま
で
あ
と
１
１
マ
イ

ル
の
地
点
に
到
達
し
た
。
１
４
日
、
グ
デ
ー
リ
ア
ン
は
大
々
的
に
部
隊
を
再
編

し
て
、
第
２
９
自
動
車
化
歩
兵
師
団
に
第
１
８
装
甲
師
団
を
支
援
に
つ
け
て
ス

モ
レ
ン
ス
ク
に
向
か
う
よ
う
命
じ
た
。

　
ス
モ
レ
ン
ス
ク
は
モ
ス
ク
ワ
街
道
上
で
２
番
目
に
大
き
な
都
市
で
あ
る
。
こ

の
街
の
防
衛
に
は
、
第
１
６
軍
（
ル
ー
キ
ン
中
将
）
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
市
の
防
衛
司
令
官
は
西
部
正
面
軍
司
令
部
か
ら
「
徹
底
抗
戦
」
の
命
令
を

受
け
て
い
た
。
街
路
に
は
バ
リ
ケ
ー
ド
や
大
小
の
ト
ー
チ
カ
が
築
か
れ
、
労
働

者
は
武
装
し
、
警
察
や
民
兵
と
一
緒
に
市
街
戦
グ
ル
ー
プ
に
編
入
さ
れ
た
。

　
市
街
戦
は
１
５
日
の
朝
７
時
に
始
ま
り
、
Ｎ
Ｋ
Ｖ
Ｄ
や
民
兵
は
銃
・
手
榴
弾
・

火
炎
瓶
な
ど
で
、
悪
鬼
の
よ
う
に
闘
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
の
歩
兵
は
重
砲
や
火
炎

放
射
器
で
、
家
を
一
軒
一
軒
奪
っ
て
い
く
他
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー

ド
を
彷
彿
さ
せ
る
壮
絶
な
市
街
戦
の
後
、
１
６
日
の
夜
に
市
の
ほ
ぼ
全
域
を
占

領
さ
れ
た
。

　
ス
モ
レ
ン
ス
ク
と
そ
の
西
方
で
防
御
戦
を
続
け
る
ソ
連
３
個
軍
（
第
１
６
・

第
１
９
・
第
２
０
軍
）
は
新
た
な
る
包
囲
網
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
危
機
に
直
面

し
た
が
、
グ
デ
ー
リ
ア
ン
は
東
方
へ
進
撃
す
る
当
初
の
方
針
を
変
え
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
第
４
６
装
甲
軍
団
の
第
１
０
装
甲
師
団
（
シ
ャ
ー
ル
中
将
）
と
Ｓ

Ｓ
自
動
車
化
歩
兵
師
団
「
帝
国
」
（
ハ
ウ
サ
ー
中
将
）
を
第
３
装
甲
集
団
が
占

領
し
た
ヤ
ル
ツ
ェ
ヴ
ォ
で
は
な
く
、
エ
リ
ニ
ャ
と
ド
ゴ
ロ
ブ
ジ
に
差
し
向
け
た

の
で
あ
る
。
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４
．
波
状
反
撃

　
７
月
１
０
日
、
ド
イ
ツ
中
央
軍
集
団
が
ド
ニ
エ
プ
ル
河
を
押
し
渡
っ
た
頃
、

モ
ス
ク
ワ
で
は
ク
レ
ム
リ
ン
の
戦
時
指
揮
本
部
と
し
て
「
最
高
司
令
部
」
が
設

立
さ
れ
た
（
※
１
）
。
「
最
高
司
令
部
」
の
議
長
ス
タ
ー
リ
ン
は
ド
ニ
エ
プ
ル

河
の
突
破
と
ス
モ
レ
ン
ス
ク
の
陥
落
を
受
け
て
、
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
に
情
勢
を

転
回
さ
せ
よ
と
厳
命
し
た
。

　
グ
デ
ー
リ
ア
ン
が
東
方
の
エ
リ
ニ
ャ
と
ド
ゴ
ロ
ブ
ジ
に
装
甲
部
隊
を
送
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
と
ヤ
ル
ツ
ェ
ヴ
ォ
の
間
に
は
幅
５
０
キ
ロ
の
「

回
廊
」
が
開
い
て
い
た
。
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
は
こ
の
「
回
廊
」
を
使
っ
て
包
囲

さ
れ
つ
つ
あ
る
３
個
軍
を
救
出
し
よ
う
と
考
え
、
１
７
日
付
け
で
南
西
部
正
面

軍
に
所
属
し
て
い
た
ロ
コ
ソ
フ
ス
キ
ー
は
西
部
正
面
軍
へ
転
属
を
命
じ
た
。

　
ロ
コ
ソ
フ
ス
キ
ー
は
「
回
廊
」
を
保
持
す
る
た
め
に
、
ヤ
ル
ツ
ェ
ヴ
ォ
付
近

の
ド
イ
ツ
第
３
装
甲
集
団
を
攻
撃
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
た
。
彼
は
第
３
８
狙
撃
師

団
（
キ
リ
ロ
フ
大
佐
）
と
第
１
０
１
戦
車
師
団
（
ミ
ハ
イ
ロ
フ
大
佐
）
を
与
え

ら
れ
、
そ
の
支
援
に
敗
れ
た
各
部
隊
の
残
兵
を
か
き
集
め
て
即
席
の
機
動
集
団

を
編
成
し
た
。
　

　
７
月
２
０
日
、
ド
イ
ツ
空
軍
か
ら
の
間
断
な
い
空
爆
に
も
関
わ
ら
ず
、
ロ
コ

ソ
フ
ス
キ
ー
の
寄
せ
集
め
部
隊
は
ヤ
ル
ツ
ェ
ヴ
ォ
の
奪
還
を
開
始
し
た
。
２
４

日
ま
で
ド
イ
ツ
第
７
装
甲
師
団
の
攻
撃
を
食
い
止
め
、
２
５
日
に
は
反
撃
に
出

た
。
思
わ
ぬ
反
撃
に
遭
遇
し
た
ド
イ
ツ
軍
は
市
を
放
棄
し
て
北
方
へ
撤
退
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
成
功
に
気
を
良
く
し
た
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
は
、
西
部
正
面
軍
の
後
方
に

配
置
さ
れ
た
予
備
正
面
軍
（
第
２
４
・
第
２
８
・
第
２
９
・
第
３
０
・
第
３
１
・

第
３
２
軍
）
の
中
に
多
数
の
機
動
集
団
を
編
成
し
て
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
周
辺
で

突
出
部
を
形
成
す
る
ド
イ
ツ
中
央
軍
集
団
の
ほ
ぼ
全
周
で
反
撃
を
命
じ
た
（
※

２
）
。

　
７
月
２
４
日
か
ら
、
大
急
ぎ
で
行
わ
れ
た
こ
の
ソ
連
軍
の
反
撃
は
、
広
が
り

す
ぎ
た
ド
イ
ツ
装
甲
部
隊
に
絶
え
間
な
く
圧
迫
を
与
え
た
こ
と
に
よ
り
、
大
き
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な
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
最
後
に
は
、
ソ
連
軍
の
協
同
と

支
援
砲
撃
の
失
敗
、
資
材
不
足
な
ど
に
よ
り
、
攻
撃
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　
７
月
２
４
日
、
「
最
高
司
令
部
」
は
西
部
正
面
軍
の
担
当
正
面
を
縮
小
さ
せ

る
た
め
に
、
南
翼
に
中
央
正
面
軍
を
設
立
し
た
。
西
部
正
面
軍
の
第
１
３
・
第

２
１
軍
が
移
さ
れ
、
司
令
官
に
は
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
ー
フ
大
将
が
任
命
さ
れ
た
。
こ

れ
で
ス
モ
レ
ン
ス
ク
の
奪
回
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
西
部
正
面
軍
司
令

部
は
第
１
６
軍
と
第
２
０
軍
に
対
し
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
の
奪
回
を
命
じ
た
。

　
７
月
２
７
日
、
第
１
６
軍
は
ス
モ
レ
ン
ス
ク
の
停
車
場
を
奪
回
し
、
街
の
南

部
に
向
か
っ
て
進
撃
を
続
け
た
。
し
か
し
そ
の
間
に
、
迂
回
し
て
い
た
ド
イ
ツ

第
３
９
・
第
４
７
装
甲
軍
団
は
ス
モ
レ
ン
ス
ク
東
方
で
合
流
を
果
た
し
て
い
た
。

包
囲
網
に
再
び
、
３
個
軍
（
第
１
６
・
第
１
９
・
第
２
０
軍
）
が
拘
束
さ
れ
た
。

　
７
月
２
９
日
、
第
３
装
甲
集
団
の
第
２
０
自
動
車
化
歩
兵
師
団
（
ツ
ォ
ー
ン

少
将
）
と
第
２
装
甲
集
団
の
第
１
７
装
甲
師
団
（
ト
ー
マ
中
将
）
が
、
ス
モ
レ

ン
ス
ク
と
ド
ロ
ゴ
ブ
ジ
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
で
よ
う
や
く
連
結
し
た
。
テ
ィ
モ
シ

ェ
ン
コ
は
包
囲
さ
れ
た
１
０
個
師
団
に
東
方
へ
の
脱
出
を
命
じ
た
が
、
８
月
４

日
ま
で
に
多
く
の
部
隊
は
壊
滅
し
た
。

　
７
月
３
１
日
、
第
２
４
装
甲
軍
団
は
ソ
連
予
備
正
面
軍
の
攻
撃
を
撃
退
し
、

数
日
以
内
に
こ
れ
を
壊
滅
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
ド
イ
ツ
軍
に
、
東
方
も
し
く
は

キ
エ
フ
防
衛
中
の
ソ
連
南
西
部
正
面
軍
北
翼
へ
の
作
戦
の
道
が
開
け
た
の
で
あ

る
。

　
８
月
５
日
、
ド
イ
ツ
は
「
ス
モ
レ
ン
ス
ク
会
戦
」
の
終
結
を
公
式
に
発
表
し

た
。
こ
の
戦
い
で
ソ
連
軍
は
参
加
兵
力
の
半
数
を
超
え
る
約
３
４
万
人
を
失
い
、

１
３
４
８
両
の
戦
車
と
自
走
砲
、
９
２
９
０
門
の
火
砲
を
破
壊
ま
た
は
鹵
獲
さ

れ
た
。

　
だ
が
、
結
果
的
に
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ソ
連
軍
の
反
撃
は
ヒ
ト
ラ

ー
に
思
わ
ぬ
憶
測
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
。
特
に
第
２
装
甲
集
団
の

南
翼
に
対
し
て
行
わ
れ
た
一
連
の
反
撃
を
重
大
な
脅
威
と
み
な
し
た
ヒ
ト
ラ
ー

は
、
「
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
作
戦
」
の
第
２
段
階
―
攻
撃
の
主
軸
を
中
央
部
か
ら
外

す
こ
と
を
考
え
始
め
た
の
で
あ
る
。
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４
．
波
状
反
撃
（
後
書
き
）

（
※
１
）
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

（
※
２
）
こ
れ
ら
の
部
隊
の
中
に
は
、
Ｎ
Ｋ
Ｖ
Ｄ
の
所
属
要
員
に
よ
っ
て
編
成

さ
れ
た
師
団
が
含
ま
れ
て
い
た
。
当
時
の
補
充
要
員
よ
り
も
、
戦
術
・
規
律
と

も
に
優
秀
で
は
あ
っ
た
。
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１
．
攻
撃
再
開

　
ド
イ
ツ
北
方
軍
集
団
は
６
月
２
８
日
、
第
４
装
甲
集
団
の
装
甲
部
隊
が
西
ド

ヴ
ィ
ナ
河
に
２
つ
の
橋
頭
堡
―
ド
ヴ
ィ
ン
ス
ク
と
ヤ
コ
ブ
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
確
保

し
た
こ
と
に
よ
り
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
略
の
第
１
段
階
を
達
成
し
て
い
た
。

し
か
し
、
第
４
装
甲
集
団
司
令
官
ヘ
ー
プ
ナ
ー
上
級
大
将
は
２
９
日
、
装
甲
部

隊
に
さ
ら
な
る
東
進
で
は
な
く
、
進
撃
の
一
時
停
止
と
現
状
維
持
を
命
じ
た
。

援
護
の
た
め
の
歩
兵
部
隊
と
燃
料
補
給
の
ト
ラ
ッ
ク
を
待
つ
た
め
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
ド
ヴ
ィ
ン
ス
ク
を
占
領
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ソ
連
北
西
部
正
面
軍

司
令
官
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
ー
フ
大
将
は
参
謀
長
と
共
に
３
０
日
付
け
で
解
任
さ
れ
た

（
※
）
。
後
任
に
は
、
配
下
の
第
８
軍
司
令
官
ソ
ベ
ン
ニ
コ
フ
中
将
が
昇
格
す

る
形
で
就
任
し
た
。
そ
の
背
後
で
は
、
北
部
正
面
軍
（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
軍
管

区
か
ら
改
組
）
の
各
部
隊
が
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
を
防
衛
す
る
準
備
を
着
々
と

進
め
て
い
た
。

　
７
月
２
日
、
第
１
６
軍
の
第
１
２
１
歩
兵
師
団
（
ラ
ン
ケ
ー
レ
少
将
）
が
西

ド
ヴ
ィ
ナ
河
に
到
達
し
た
こ
と
を
受
け
、
ヘ
ー
プ
ナ
ー
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
へ

の
攻
撃
を
再
開
す
る
よ
う
配
下
の
装
甲
部
隊
に
命
令
し
た
。

　
こ
の
と
き
、
ヘ
ー
プ
ナ
ー
は
第
４
１
装
甲
軍
団
を
ド
ヴ
ィ
ン
ス
ク
か
ら
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
を
最
短
距
離
で
通
じ
る
街
道
上
に
直
進
す
る
よ
う
命
じ
た
。
当
然
、

待
ち
構
え
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
ソ
連
軍
の
大
兵
力
を
牽
制
し
な
が
ら
、
ペ
イ

プ
ス
湖
に
流
れ
る
ヴ
ェ
リ
カ
ヤ
河
を
プ
ス
コ
フ
と
オ
ス
ト
ロ
フ
で
渡
河
す
る
こ

と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
一
方
、
第
５
６
装
甲
軍
団
は
第
４
１
装
甲
軍
団
の
南
翼

‐
敵
の
防
備
が
脆
弱
と
思
わ
れ
る
側
面
を
援
護
し
つ
つ
、
敵
の
背
後
に
突
進
さ

せ
る
。
最
初
の
目
標
は
、
セ
ベ
ジ
と
オ
ポ
チ
カ
の
占
領
で
あ
っ
た
。

　
７
月
４
日
、
第
４
１
装
甲
軍
団
の
第
１
装
甲
師
団
（
キ
ル
ヒ
ナ
ー
中
将
）
は

南
部
か
ら
オ
ス
ト
ロ
フ
の
市
街
地
に
突
入
し
、
ヴ
ェ
リ
カ
ヤ
河
に
橋
頭
堡
を
確

保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
南
東
３
０
キ
ロ
の
地
点
か
ら
は
、
第
６
装
甲

師
団
（
ラ
ン
ド
グ
ラ
フ
少
将
）
が
プ
ス
コ
フ
へ
の
進
撃
を
開
始
し
た
。

　
ソ
ベ
ン
ニ
コ
フ
は
、
交
通
の
要
衝
で
も
あ
る
オ
ス
ト
ロ
フ
に
第
３
戦
車
師
団
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（
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
大
佐
）
を
急
き
ょ
投
入
し
た
。
７
月
５
日
、
ソ
連
軍
の
戦

車
部
隊
は
１
日
遅
れ
で
、
Ｋ
Ｖ
１
と
Ｋ
Ｖ
２
を
先
頭
に
北
部
か
ら
オ
ス
ト
ロ
フ

の
奪
還
に
乗
り
出
し
た
。

　
第
４
１
装
甲
軍
団
は
航
空
偵
察
で
事
前
に
把
握
し
て
い
た
と
は
い
え
、
ソ
連

軍
の
強
力
な
重
戦
車
に
よ
る
反
撃
を
対
戦
車
砲
に
よ
っ
て
辛
く
も
凌
ぐ
結
果
と

な
っ
た
。
９
日
、
第
３
６
自
動
車
化
歩
兵
師
団
（
オ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ヒ
ャ
ー
中
将
）

は
激
し
い
市
街
戦
の
末
、
プ
ス
コ
フ
を
占
領
し
た
。

　
こ
の
事
態
を
受
け
て
、
ソ
連
北
西
部
正
面
軍
は
各
地
で
突
破
さ
れ
た
ヴ
ェ
リ

カ
ヤ
河
の
防
衛
線
を
放
棄
し
て
、
ル
ガ
河
流
域
の
新
た
な
防
衛
線
へ
撤
退
し
た
。

ル
ガ
河
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
へ
の
敵
の
進
撃
を
食
い
止
め
る
最
後
の
天
然
障
害

だ
っ
た
。
こ
の
防
衛
線
の
構
築
に
は
、
約
３
万
人
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
民
が

北
部
正
面
軍
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
、
地
雷
の
敷
設
、
塹
壕
や
対
戦
車
壕
造
り
に

従
事
し
て
い
た
。
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１
．
攻
撃
再
開
（
後
書
き
）

（
※
）
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
ー
フ
は
そ
の
後
７
月
２
４
日
、
中
央
正
面
軍
司
令
官
に
就

任
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
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ト
発
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あ
た
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